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2014春季生活闘争が本格スタート!!
「月例賃金にこだわる」「中小も頑張る」「すべての働く仲間のために頑張る」

県内経済4団体に申し入れ
　連合長野は、2月5日 長野県経営者協会

（以下、経協）をはじめとして、10日 商工会
議所連合会、商工会連合会、14日 中小企業
団体中央会に対し、「月例賃金水準引上げ、
企業内最賃協定の締結促進、非正規労働
者の労働条件改善、職場における男女平等
の実現、緊急雇用対策・経営対策活動の推
進について」などを申し入れた。
　経営者協会への申し入れの冒頭で、中山
会長は「97年以降、物価下落率以上に賃金
が下がっている。その上4月の消費税増税に
より影響を受ける。正社員の月例賃金の引き
上げ効果は、県内の労働者の内38.8％を占
める非正規労働者の賃金底上げにもつなが
る。また、家計を刺激し消費拡大となる。現状
のデフレスパイラルを2014春闘で良い循環に
していくべきである。賃上げができるところは月
例賃金の引き上げをお願いする。厳しいところ
は労使自治で、今後どうすれば賃上げできる
のかを定期的に話し合う場をもっていただきた
い。」。一方で山浦経協会長は「ベアできると
ころは上げるが一律に上げるのは難しい。各
企業が現状、また、将来について
考えて慎重に対応する。労使協
調で話し合いの中から決めていか
なければならないことだと思う。」と
あいさつがあった。
　その後、根橋事務局長から申し
入れ内容の説明を行い、それに
ついて経協側からは、｢企業の存

続と雇用の維持安定が優先。余力があれば
新しい産業を創ることに労使は知恵を絞るべ
き。」と発言。連合長野からは、｢いったいいつ
になれば企業が安定し賃金が上がるのか。」
など議論が交わされた。
　一方、『女性の活躍推進』『公契約条例制
定の取り組み』については、申し入れに対し
て賛同･協調する発言もあった。
　経協への申し入れを皮切りに県内におい
ても本格的な春闘がスタートした。私たちが結
集する力をこの闘争に爆発させよう！各単組
は、使用者側としっかりと交渉し、月例賃金引
き上げに徹底的にこだわろう！

申し入れ主旨を含めあいさつする中山会長と出席した連合長野役員

経協・山浦会長に申し入れ書を渡す中山会長



 

　連合長野は１月29日（水）、ホテル国際
21において、｢連合 古賀会長と パート･
派遣･有期雇用労働者との対話集会｣を
開催した。
　この集会は、連合長野が運動方針に
掲げる「すべての働く仲間の格差是正･
底上げとディーセント･ワークの実現」の
ひとつの取り組みであり、また、これま
でも連合・連合長野が取り組んできた

「総対話行動」の一環として古賀伸明連
合会長を招いて開催した。古賀会長が
同様の集会を行ったのは連合千葉に次
いで２ヵ所目。
　集会には、非正規労働者と組合員などを含め約
200名が参加。カフェ形式で丸テーブルを約15名で
囲み、現状や疑問などを出し合い、古賀会長と中山

会長が各テーブルを回って、主たる課題に応えた。
その後、全体で発表が行われ、古賀会長・中山会長
がそれに応えた。
　参加者からは「非正規雇用を選ばざるを得な
かった人もいる。働く側には、選択肢がないのでは

ないか」「どうすれば正社員になれるのか基
準を教えてほしい」「正社員と同じ仕事をし
ても1年契約の更新のため時給は上がらず、
モチベーションが上がらない」「契約を切ら
れる不安を抱えながら仕事をしている」「私
たちの声を吸い上げる場をつくる運動を継
続してほしい」「非正規労働者で労組をつく
り要求・交渉をしているが、成果が出ない。」
などの意見が出された。
　それに対して古賀会長は、「昇給や正社
員登用などのルール（制度）を労使が確認し

参加者相互のテーブルトーク

古賀会長もテーブルトークに参加

昇給や正社員登用などルールづくりが必要

一緒に学び、悩み、行動する仲間になろう！
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てつくることが必要。」「労働組合がなければ作って
ほしい。一人では弱いから集まって要求すること。」

「勤務先の労組と話し合うこと。」また、｢今、成果が
出なくても成果が出ることを信じて続けて欲しい。
一緒に学び、悩み、行動する仲間がいることは素晴
らしい。これからも仲間とともに、自分たちの力を信
じて行動してほしい」など、参加者と意見交換した。
　中山会長は、｢直接、非正規の皆さんと話すこと
ができ有意義な時間であった。今後、経営4団体へ
の申し入れの際に話していく。また、同様の集会を
中南信地域でも開催していきたい。｣と述べた。
　最後に古賀会長は、｢連合は政府の審議会や国
会で制度を良くしていくなど、大きな枠組みの中で
責任をもって取り組む。一方で今ある現場の課題
については、組合を通じて会社へ要求・交渉をして
結論を導き出していただきたい。｣と、今後の取り組

みについてまとめられた。
　最後に、今回出された問題・課題について、連合・
連合長野・各構成組織・単組そして組合員一人ひ
とりが、具体的改善策を見出し、それぞれの立場で

『働くことを軸とした安心社会』構築のため取り組
んで行くことが全員で確認された。

参加者からのテーブルトーク発表

会場からの意見に応える古賀連合会長（右）と中山連合長野会長（左）

連合 古賀会長とパート･派遣･有期雇用労働者との対話集会を開催
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　連合長野は、2月18日（火）「推薦・連携議員懇談
会」を開催した。
　中山会長のあいさつの後、翌日開会する長野県
議会2月定例会に向け、髙橋政策委員長（副会長）
から『公契約条例制定に対する取り組み』について、
これまでの経過と今定例会に議案提案される内容
についての説明。また、根橋事務局長より請願書を
提出している『労働者保護ルール改悪反対を求める
要請行動』について説明を行った。
　議員からは、「『労働者保護ルール改悪反対を求
める意見書』については、共同提案になるが、連携し
てしっかりと取り組む。」「消費税転嫁の問題につい
て、国の権限において配置している県に10人足らず
の覆面Gメンでは把握しきれない。権限を地方自治
体に移す取り組みをお願いしたい。」「厚生年金基

金の特例解散について、最低責任準備金が確保で
きないところなど様々な課題がある。連合としてはい
かがか。」との発言･質問があり、根橋事務局長から、
消費税転嫁問題については「悪質なケースも出てき
ており、連携して取り組んで行きたい。」。また、厚生
年金基金ついては｢雇用･生活にも関わることであり、
労使で確認することを進めている。｣と回答があった。

　また、寺島義幸前会長が衆
議院議員当選後、空席となっ
ていた推薦･連携議員懇談会
会長には、倉田竜彦県議会
議員が就任することを全会一
致で確認した。
　今後も連合の政策･制度実
現のため、緊密な連携のもと取
り組んで行く。

連合長野が目指す政策･制度実現に向けて
推薦･連携議員懇談会を開催

春闘方針を説明する根橋事務局長

会長就任のあいさつをする倉田竜彦県議会議員（中央）


